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全国の情報は国立感染症研究所感染症情報センターホームページにてご覧ください。 http://idsc.nih.go.jp/index-j.html 

 

 

年末年始の休みが明けた今週は 15.14 人（先週 5.25 人）と定点あたりの患者数が急増し、昨年末の患者数（52

週で 12.21 人）より多くなりました。地域的には社、福崎及び和田山の各保健所管内で警報基準である定点あ

たり患者数 30.00 人を超えているほか、全県的に流行が拡がってきました。 

全国的には（昨年 52 週現在）、警報レベルを超えている保健所が

あるのは北海道、大阪府、兵庫県の 3 道府県、注意報レベルを超え

ている保健所があるのは 25 道府県となっています。 

1 月 15 日現在、インフルエンザウイルスの検出は、全国では A/H1

（A ソ連）型 243 件、A/H3（A 香港）型 303 件、B 型 125 件となって

いて、3 つの型が入り混じっています。県内では A/H1（A ソ連）型 5

件、A/H3（A 香港）型 22 件、B 型（山形系統）2 件、B 型（ビクトリ

ア系統）15 件が検出されています。 

例年、年明けからが本格的な流行期となりますので、今後の動向にはさ

らに注意が必要です。 

インフルエンザウイルス型別分離・検出

報告割合2008/2009シーズン（全国）
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インフルエンザの定点あたり患者発生状況(全県)（第38週～）
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（例年の地域別患者数を基準に流行状況を色分けしています。） 

 

 

感染性胃腸炎  

年末年始の休みが明けて患者数が急増しました。今後も

注意が必要です。 

水痘  

年末年始の休みが明けて患者数が急増しました。6 月頃ま

で患者数が多い状態が続きますので注意が必要です。 

感染性胃腸炎の定点あたり患者発生状況(全県)
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水痘の定点あたり患者発生状況(全県)

0

1

2

3

4

5

6

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52
週

人

平成17年

平成18年
平成19年

平成20年
平成21年

 

 

兵庫県感染症発生動向調査週報(速報)
平成 21 年 第 2 週（1月 5 日～1月 11 日）

兵庫県感染症情報センタ－（兵庫県立健康環境科学研究センター） 
Hyogo Infectious Diseases Weekly Report  

定点把握感染症（指定された医療機関から報告を求める感染症です） 

インフルエンザ情報 



 
流行性角結膜炎  

年末年始の休みが明けて患者数が急増しました。地域的

には、尼崎市の患者数が多くなっています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎  

年末年始の休みが明けて患者数が急増しました。例年の動

向から更に患者数の増加が予想されます。 

流行性角結膜炎の定点あたり患者発生状況(全県)

0

0.5

1

1.5

2

2.5

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52
週

人

平成17年
平成18年
平成19年
平成20年
平成21年

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の
定点あたり患者発生状況(全県)
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定点あたり患者数 定点あたり患者数 

 
疾病名 

今週 先週 
増減  疾病名 

今週 先週 
増減 

1位 インフルエンザ 15.14  5.25  ＋9.89 6 位 突発性発しん 0.63  0.18  ＋0.45 

2位 感染性胃腸炎 12.20  3.14  ＋9.06 7 位 RSウイルス感染症 0.57  0.25  ＋0.32 

3位 水痘 3.19  0.78  ＋2.41 咽頭結膜熱 0.29  0.12  ＋0.17 

4位 流行性角結膜炎 1.09  0.46  ＋0.63 
8 位

流行性耳下腺炎 0.29  0.11  ＋0.18 

5位 A群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎 1.06  0.30  ＋0.76 10位 手足口病 0.14  0.09  ＋0.05 

 

1 類感染症 報告はありません。 

2 類感染症 
結核 ２４名（神戸市 10 名、尼崎市 1名、姫路市 2名、西宮市 2名、伊丹保健所管内

4名、明石保健所管内 1名、加古川保健所管内 3名、豊岡保健所管内 1名） 

3 類感染症 腸管出血性大腸菌感染症 １名（伊丹保健所管内；O157 VT2+） 

4 類感染症 日本紅斑熱 ２名（洲本保健所管内 2 名）、レジオネラ １名（姫路市;肺炎型）

5 類感染症 アメーバ赤痢 １名（加古川保健所管内） 

追加報告 報告はありません。 

 
 
洲本保健所管内の医療機関を受診した患者2名（81歳、83歳）の各ペア血清において、日本紅斑熱リ
ケッチア感染が考えられる抗体価の上昇が観察されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全数把握感染症（すべての医療機関から報告を求める感染症です） 

定点あたり患者数の上位 10 位の疾病

検査情報（兵庫県立健康環境科学研究センター） 



 
 

 
 

インフルエンザの定点あたり患者発生状況(全県)
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突発性発しんの定点あたり患者発生状況(全県)
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RSウイルス感染症の定点あたり患者発生状況(全県)
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咽頭結膜熱の定点あたり患者発生状況(全県)
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流行性耳下腺炎の定点あたり患者発生状況(全県)
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手足口病の定点あたり患者発生状況(全県)
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この週報は兵庫県立健康環境科学研究センターホームページ http://www.hyogo-iphes.jp/ にも掲載しています。 

また、 http://idsc.nih.go.jp/index-j.html から国立感染症研究所感染症情報センタ－の週報(IDWR)がダウンロードできます。 

 

目で見る動向（県内） 


